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dharma文 献 に お け るanadhyayaと

utpataの 関 連 性 に つ い て

石 井 由 理

[1]grhya-sutra,及 びdharma文 献 に お い て記 述 さ れ るanadhyayaと は,特

定 の 日時 や 場 所,学 習 の 当事 者 が遭 遇 す る 現象 等 に よ って定 期 的 に あ る い は一 時

的 に 規 定 の 期 間 中veda学 習 を 中 断 させ る規 範 を 指 す 。Taittiriya-Aranyaka

(2.15)1)で は 自身 の不 浄 と場 所 の不 浄 の二 種 類 をanadhyayaの 根 拠 とし て挙 げ て

い る 。 ま た,Kaneは 一 部 のanadhyayaに つ い てveda学 習 を 妨害 し集 中 力 を乱

す よ うな 出 来事 で あ る と推 論 し て い るが2),多 岐 にわ た るanadhyayaの 事 例 か ら

み て も こ うし た説 明 だ け で は 不十 分 で あ ろ う。anadhyayaの 背 景 とな る観 念 に

は 不 浄観 を 始 め と して 様 々な 側 面 が あ る こ とが 予 想 され る。

辻 直 四 郎 博 士 は,anadhyayaの 事 例 とutpataあ る いはadbhutaと い った 語 で

表 され る天 変 地 異 や 異 常 現 象 との 類 似 性 に 言 及 し て い る3)。 こ の点 に注 書 し,前

兆 を主 題 とす る文 献 の うち か らdharma文 献 と成 立 年 代 の 近 いAtharvaVeda-

Pari自iSta(AVP),Adbhuta-Brahmana(AB)を 中心 にanadhyayaの 事 例 と共 通

す るutpataの 現 象 を 抽 出 し,anadhyayaとutpataと の関 連 性 を 考 察 す る。

[2]dharma文 献 に 挙 げ ら れ るanadhyayaの 事 例 は 多 様 であ り,そ の要 素 は、

相 互 に 関 連 す るが,自 然 現 象 ・動 物 ・音 ・生 理 現 象 ・生 死 の 不 浄.不 浄 人 物 との

接 触 ・特 定 日 ・特 定 の行 為 状 態 ・世 事 ・特 定 場 所 ・未 習 箇 所 とい った 原 因 に 従 っ

て 分 類 され 得 る。 これ ら の う ち,utpataの 事 例 と類 似 点 が 多 い の は 自然 現 象 に

係 わ るanadhyayaで あ る。 以 下 に 自然 現 象 を 理 由 とす るanadhyayaの 記 述 箇

所 を 挙 げ るが,同 一 現 象 をutpataと して 言 及 す るAVPの 箇 所 も並 記 す る。

雷 Baudhayana-D. 1.21,6,7; Apastamba-D. 1.9.20, 23, 24; 1.11.24,26-28; Gaut-

ama-D. 16.23,24,28-31,41; Vasistha-D. 13.9; Manu-S. .4.103,104; Vaikha-

nasa-S. 9. 12 ; Visnu-S. 30.8; Ya jnavalkya-S. 1.145, 149//AVP. 64.5.2cd, 

7. 2cd

稲妻 BD. 1.21.6, 7 ; AD. 1. 9. 219 22; 1. 11. 24, 26-28; GD. 16. 23-26, 41; VD. 13.36 

-38; MS. 4, 103, 104, 106; VS. 30. 8; Vkh. 9. 12//AVP. 58b. 4. 17; 64. 5. 9, 9, 

5; 72.2.3,3.3
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雨 BD. 1.21.6 ; AD. 1. 11.26-28 ; GD. 16.13,14,23,24,41,42; MS. 4,103,106: VS. 

30.8//A VP. 70b. 17.2-3

流星 AD. 1. 11.29 ; VD. 13.36-38; GD . 16.23-26; MS. 4.103,104; VS. 30.9; 

Vkh. 9. 12; YS. 1. 45//AVP. 64. 4. 4, 6. 6, 8. 9, 9. 3 ; 69. 6. 1; 70b. 7. 7 ; 70c . 

32.12; 71.9.3; 72.1.2,1.4,2.4,3.3; AB. 9.2

蝕 GD. 16. 22; AD. 1. 11.29 ; MS. 9.12; VS. 30.5 ; Vkh. 9.12; YS. 1. 146//AVP . 

67. 6. 1; 70c. 32.3-6 ; AB. 10.2

空焼け GD. 16.9; MS. 4.115; VS. 30.9; Vkh. 19.12; YS. 1. 150//AVP. 64.2. 1;

67.4.3; 70. 8. 3; 72.3.5;

異常な物の降雨 AB. 9.2 VD. 13.35; MS. 4.115; Vkh. 9.12; YS. 1. 150//AVP.

57. ; 64. 5. 8 ; 67. 7. 2 ; 70b. 18. 2.3 ; 70c. 32. 29; 71. 1. 3, 8.3 ; 72. ; AB. 

8.2

地震 BD. 1. 21.4 ; GD. 16. 22; AD. 1. 11. 29; VD. 13. 33; MS. 4.105; VS. 30.9 ; 

YS. 1. 145//AVP. 57. 1. 29 2. 29 3. 2, 4. 21 4.7 ; 64. 1. 49 2. 7, 5. 91 9. 1; 68. 1.38 ; 

69. 5. 5 ; 70. 8. 3 ; 70b. 15. 2, 23, 1, 32. 23; 71. 16.3 ; AB. 7. 2 ; 12. 2

悪臭 GD. 16.19; VD. 13.17; BD. 1. 21.5; AD. 1. 10. 2, 1.11.31; MS. 4.107 ; YS. 

1. 150//AVP. 70. 6. 1

強風 GD. 16.6 ; BD. 1. 21.5 ; AD. 1. 11. 8, 31; MS. 4. 102, 122; VS. 30.7 ; YS. 1. 149// 

AVP. 67.7. 1; 70b. 3.3-5; AB. 8.2

虹 GD. 16.9; AD. 1. 11.31//AVP. 64.1.8, 8.3, 9.5; 67.1.2; 68.2.37; 70b. 18.5, 

23.6; 70c. 32.21; 71.16.2; 72.1. 6

暈 GD. 16.16; AD. 1. 11. 31; MS. 4, 105//AVP. 64.4.5, 7.8, 9. 1; 67.6.4; 72.3.3; 

AB. 8.2

天鼓 GD. 16. 22; VD. 13. 34; YS. 1. 145//AVP. 57.1. 2 ; 64.1. 4, 2. 7, 5. 9, 9. 1; 70. 

8.3; 70c. 32.29; 71.16.3; 72.3.3

霧 BD. 1. 21.5 ; GD. 16.9 ; AD. 1. 11. 249 31; MS. 4.113; YS. 1. 150

雲 AD. 1. 11.31; GD. 16. 10; MS. 4.104

埃が風に舞う GD. 16.5; MS. 4.102//(cf. AVP. 64. 6. 9)

台 風 AD.1.11.29 無 風 AD.1.11.32 空に 大 音 響 VD.13.35

噴 火 VD.13.35 幻 日 AD. 1. 11. 31// (cf. Brhat-Sathhita 37. 1)

魚(の 形 の雲) AD. 1. 11.31// (cf. BS 30.8)

AVP,ABで はanadhyayaとutpataの 関 連 性 に 関 して 無 言 で あ るが,Bau-

dhayanaDharmasutra(1.11.21.20)は,両 者 の 関連 性 を 示 唆 す る4)。

anyesu ca-adbhuta-utpatesv ahoratram anadhyayo' anyatra manasat// 『ま た,他 の

adbhuta,utpataの 際 に は,黙 読 を 除 き,一 昼 夜 学 習 停 止 であ る 。』
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このようにadbhutaあ るいはutpataと 言われ る現象の生起がanadhyayaの

根拠 として認識されていたのである。

[3]anadhyayaは 発生時間や他の現象がその条件として組み合わせられるが,

veda学 習の当事者が遭遇するある自然現象が本来の季節に適合していない場合

にのみanadhyayaと なった り,中 止期間が長 くなった りする。

ある自然現象の生起する季節は凶兆の文脈におい て も問題 とな るが,一 般に

utpataと される現象であっても季節に合致する場合は吉と見なされる5)。季節に

適合したutpataは 宇宙的な秩序の象徴に他ならないからである。つまり,utpata

はその現象それ 自体が 「不吉」なのではな く,現 象が起きる状況や環境 ・様々な

要因との関係性に基づいて秩序を乱す 「不吉 な る もの」 としての概念 が付加さ

れ,「 凶兆」と見なされるのであ る6)。anadhyayaの 適用条件に関しても,そ の

背 景にはこうしたutpata自 然観 と同質の観念体系があったと推測する。ある自

然現象がanadhyayaの 根拠となる一端には,そ れが 「不吉」であるがゆえ に聖

なるVedaを 学習する状況として不適切と見なされたことが挙げ られる。

[4]以 上,anadhyayaとutpataと の関連性を検討した。 ただし,anadyaya

の規範の形成を担った正統的価値体系を築 くbrhmapa達 が,前 兆占いの分野に

おいて発達したutpataの 凶兆性を積極的に意識して いたかを確認することはで

きない。前兆 ・占いの分野において,凶 兆としてのutpataの 観念は世俗的権力

階級で ある王権 との結びつ き7)を主流 とし て発展する一方で,dharma文 献に取

り入れられ,anadhyayaの 流れを形成す るに至った ことが看取される。

1) tasya va etasya yajnasya dvau-anadhyayau yadatima-asucir yad-desah/ 

2) P.V. Kane. History of Dharma-Sastra, vol.‡U. part 1, p. 402.

3)辻 直 四 郎 「ア ドブ タ ・ブ ラ ー フ マ ナ につ い て」 『ヴ ェ ー ダ学 論 集 』p.153f,岩 波 書

店,1977.

4) cf. Sankhayana-grhyasutra: 4.7; utpatesv akalam/anyesv adbhutesu ca 
5) rtusvabhava ete hi drstah svartau subhapradah/rtan anyatra ca utpata drstah 

svartau subhapradah//AVP. 64. 10. 1 cf. BS 45. 95, Matsya-Purana 229.13cd-
14ab, Visnudharmottara-Purana IC . 134.14

6)拙 稿 「puranaに お け るadbhuta-santiの 構 造 」(『文 明 研 究 』No.13,東 海 大 学 文

学 部文 明 学 会,1995)

7)ibid,p.84.

〈キ ー ワ ー ド〉 dharma-sastra, anadhyaya, utpata

(東海大学大学院)
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